
 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：会津大学短期大学部 産業情報学科 教授 中澤 真 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演】 

 スマートフォンやインターネット利用時の危険性や注意点につい

て、特にネット依存の危険性や、ネット上に氾濫するウソの情報、

有害情報から身を守るためにはどうすればよいのか、ネットの向こ

う側にいる見えない相手とのコミュニケーションの危険性などにつ

いてお話をいただきました。動画視聴や振り返りを交えながら進め

られ、児童は項目ごとのチェック問題に真剣に取り組みました。 

 

 
【チェック問題にチャレンジ！】 

 
【動画：ネットゲームにはまった男の子】 

～チェック問題(例)～ 

□ ＬＩＮＥのやりとりが楽しくて、気づいたら夜中の１２時。みんなはまだ盛

り上がってるけど、そろそろやめたい…どうしよう 

① 遅くなりそうな時は、「１０時までしかダメなんだ」と最初から

断っておく。 

② 抜けたいときに、だまって勝手に抜ける。 

③ 仲間はずれにされると困るので、限界までがんばる。 

□ なつかしい１年生の頃の同級生の写真。ネットにアップしていいよね？ 

① もちろんＯＫ！本人も喜んでくれるはず！ 

② 本人に確認していないならＮＧ！ 

③ 写真をとってから５年以上経っているから、本人に確認しなくて

もＯＫ！ 

『大人はいいなぁ何時間やっても注意されないもん。』 
 「ネット依存にならないようにするために」の注意点の中に“親に

もルールを守ってもらいましょう”というポイントがありました。子

供たちは不公平感に敏感です。子供は親の姿を見ていますよ。 
 

『いつまでやってるの！もうやめなさい！』 
実はこのフレーズ、子供にとっても保護者にとってもストレスにな

っています。フィルタリングも効果がありますが、完璧な手段ではな

いそうです。子供を被害者・加害者にさせないためにも、家族でコミ

ュニケーションをとり、便利さと安全性のバランスをとりましょう。 
 

・知識と心の両面からインターネット利用リスクを教えましょう 

・子供との対話の時間を確保しましょう 

 ・正しい知識を持ち、適切に判断、対処しましょう 

・実際に使ってみましょう 

・保護者間の情報交換をしましょう 

これからの社会において、スマ

ホやネットは必要不可欠です。子

どもたちにはこれらと上手につき

あい、常に相手意識を持ち、適切

に表現できる力を身につけた大人

になってほしいです。 

白井秀行校長先生 


